
＜様式２＞

28 年 9 月 30 日

【PLAN（計画）】

～

23

27

【DO（実施）】

※財源内訳中の「その他」には、保険料・寄付金・基金・利用料等の収入を記入しています。

実　施　方　法

0

100.00% 100.00% 100.00%

事業内容 B／C事業内容事業内容0

30年度29年度

0

31年度 全　体　計　画

21.32%

9,349

171,613

92,982

69,282

項目別進捗率

00

50.36%

152 180

3,310

3,885

27年度

3,006 2,703

29,834

16,261

52,547

85,189

46,805

34,499

2,972

32,840

0.34

49,844

26,462

20,410

0.31

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

88,499

0.38

315

職 員 人 数 （ 人 ）

フルコスト（①＋②千円）

時間外勤務（時間）

0

28年度

11,800

② 人 件 費 （ 千 円 ）

事　業　期　間 平成 23 年度

成果指標名

そ の 他

1,773

26年度年 度

① 事 業 費 ( 千 円 ）

実績・計画額 731 1,027 76

100.00%

実績・計画額 1,281

一 般 財 源

31年度

100.00%

地 方 債

25年度

100.00%

全体計画

100.00% 100.00%

平成 年度事務事業評価表（公共事業・継続）28

道の駅『長崎街道鈴田峠』整備事業

部局名

020200

8

2

都市整備部

課 名

担当者名

27

事　業　概　要
意図を達成するために
実施することは何か

重 点 事 業

年度平成

対　象　（者）
誰（何）に対して事業を
行うか

意　図
対象をどのような状態
にしたいか

「異文化の情報路」と呼ばれた長崎街道のように、地元ならではの「ここにしかない魅力」を国内外を問わず発信
し、大村市の南の玄関口として、ゲートウェイ機能や観光を中心とした交流人口の増加を図るとともに、道路利用
者に対するサービス向上を図る。

5

施 策

関 連 施 策

項

事 業 類 型

道の駅来客者

道の駅『長崎街道鈴田峠』整備事業

事務事業名

基 本 目 標

政 策 427森　幸則

作成日

内線

款

項目別進捗率 0.97% 37.48% 100.00% 100.00%

事業内容：駐車場整備、緑地整備、休憩施設整備、トイレ整備、情報発信機能整備　　１式
事業主体：大村市
負担区分：社会資本整備総合交付金（効果促進事業）

目

事業コード

439
No.

平成

道路課

嘱 託 等 人 数 （ 人 ）

82,391

課 長 名

100.00%

項目別進捗率 89.24% 91.68% 100.00% 100.00%

実績・計画額

100.00%

実績・計画額 25,808 704 2,407

項目別進捗率 96.53% 100.00%

8,760 315

100.00%

48,113

0
171,613

1,834

131,785

36,580 49,844 85,189 0

96.53% 100.00% 100.00%

100.00% 100.00% 100.00%

実績・計画額

項目別進捗率

直営

施設完了後の1年後の来客数着手前現状値

完了後計画値

平成

平成

年度

年度
単位

算定式等
万人

0

10

来客数の増加

0 0

項目別進捗率 39.86% 95.86% 100.00%

100.00%

合計
100.00% 100.00%

事業実施項目 25年度まで 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

事務費等

28,919

9,075

基本計画

実施設計

用地・補償

建設工事

実績・計画額

児玉　隆行 内線 424

会計 一般会計

施設等整備事業（負担金含む）

個 別 計 画

7

交通安全整備事業

土木費

道路橋梁費

No.1



＜様式２＞

【CHECK（評価）】

【ACTION（改善・改革】

意
見
等

内
容

※１次評価は事業担当課長等、２次評価は２次評価委員会によって行われます。

高い

低い 該当なし

該当なし

高い

やや高い やや低い 低い

該当なし高い やや高い やや低い 低い

削減の余地なし

１
次
評
価

今後の方向性

終期設定

前年終了

終期設定

有
効
性

効
率
性

今後の方向性

見直しの余地あり 該当なし

【施策成果】

削減の余地あり 該当なし

見直しの余地なし

内容
今後の方向性のもとで、どのような
取組をするか（課題や問題点等に
対する取組など）

効果
事業の改善・改革によって期待され
る効果は何か

今後の方向性
２
次
評
価

事業の進捗状況
昨年度の評価から、どのような取組
をしましたか（昨年度の【ACTION】
の改善・改革の進捗等）

単独型道の駅として、市内初の登録を行い、施設整備を完了した。平成28年3月26日に「長崎街道鈴田
峠」のオープンイベントを開催した。

妥
当
性 【緊急性】

【コスト】

【負担割合】

やや高い

対象外終了

【必要性】

やや低い

事業が抱える問題・課題等

No.2


